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:3) レーザガス切断前面での酸化反応は， 2 m/min 以下の低速度域では上縁部で周期的に生じ， 2 
m/min をこえる高速度では連続的に進行する。それぞれの場合についてレーザビームのエネルギー
密度と対応して示し，切断前面の反応温度は低速度域では約 1 ， 6000C で，高速度域では速度の増加
と共に上昇し， 10m/min では 2， 1500C に達していることを確かめている。
:4) 切断前面に投与されるレーザのエネルギーは一定の限界深さまでに消費され これを越える板厚
では酸化反応熱に依存するため，切断進行面は後方に傾斜し不整カーブ部を形成する。
:5) レーザガス切断部の品質評価因子として切断面の粗さ，平面度およびドロス付着高きをとり，こ
れらに及ぼす切断条件因子の影響をぷし，従来の品質基準では評価できない板厚 5mm未満の切断面
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